
日本紙パルプ商事グループでは、社会と地球環境のよりよい未来を拓くことを使命として掲げ、循環型社会の構築を 
目指し、事業を展開しています。「資源の循環」という点で、製紙原料として重要性が増す古紙の再資源化事業と、原料に 
古紙を使用する製紙事業が相互に連関し合っています。一方、「エネルギーの循環」という点では、再生可能エネルギーに
よる発電事業を進めています。

日本紙パルプ商事が実現する循環型社会のサイクル

資源の再利用

販売

資源の利用
オフィス・家庭などでの利用

太陽光発電

木質バイオマス発電

工場で生産
近隣の未利用材や

PKSを燃料として使用

家庭紙・段ボール原紙
などの生産

資源の有効活用

再生家庭紙の生産 段ボール原紙・印刷用紙の生産 包装資材の生産・加工 古紙の再資源化 廃プラスチックのリサイクル 再生可能エネルギーによる発電

再生可能エネルギー
による発電事業

電力の供給

電力の供給

電力の供給

資源の回収
古紙・廃プラスチックの回収

古紙ヤードで
選別・加工

古紙・廃プラスチックの
再資源化事業

資源の循環

エネルギーの循環




